
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 かしこく やさしく たくましく 

鶴ヶ島市立長久保小学校  
鶴ヶ島市脚折町４－１２－１ 
☎０４９－２８６－２１６０ はばたき   
児童数３３７名（８/２８） ＮＯ.６ 

本校では９月を読書月間として、図書委員会が中心となって、子どもたちがいつもより本に

触れる機会を増やしたり、より多く本を読むように働きかけたり、読書の啓発に取り組んでま

いります。その取り組みの1つとして、親子一緒に読書を楽しむ「親子読書」に取り組んでみ

てはいかがでしょうか。ご家族で同じ本を読んだり感想を交流したりする中でふれあいを深め

読書の楽しさを共に味わってみてください。 

読書を楽しみ、読書の幅を広げることで、文章を正しく読み解く力や語彙力、物事を論理的

に考える力、そして他者の気持ちを推し量る想像力、豊かな心が育まれます。 

子どもの生活習慣は、テレビ等の視聴時間、就寝・起床時刻など、ご家族の生活と関係があ

ることが分かっています。ぜひ、この機会にわずか１０分でも本を読む、新聞を読む、読み聞

かせをするなど、ご家庭でも子どもたちが本に触れる機会を作るようご協力ください。 

ご家族で本に触れる機会を 

今年も、猛暑、そして、地震、線状降水帯による集中豪雨など自然災害が多く

報道される夏休みでしたが、久しぶりに見る子どもたちは身長も伸び、一回り成

長したように感じました。それぞれに有意義な夏休みを過ごすことができたので

はないでしょうか。 

さて、２学期は学校行事も多く一人一人の活躍の機会も多い学期です。一人一人が新たな目標を

持って、自分の力を存分に発揮して更に成長することを願っています。そのために、職員一丸とな

って子どもたちに寄り添い支援指導してまいります。引き続き、本校の教育活動にご支援ご協力を

お願いいたします。 

学校教育目標（目指す児童像） 『かしこく やさしく たくましく』 

◎かしこく ・・・進んで学習する子  ・学ぶことが楽しい子 

◎やさしく ・・・自分も友だちも大切にする子 いじめをしない、許さない子 

◎たくましく・・・進んで運動する子  ・健康や安全に生活できる子 

目指す学校像（ミッション） 『笑顔とやさしさに満ちた、夢の実現をめざす学校』 

夏休み明けの見守りのお願い 

夏休み明けは、不安定な児童が特に多い時期です。お子さんの様子をよく見てください。

様子が変わっていたり、悩んでいたり、困っていたり等、遠慮せず、躊躇せず、相談してく

ださい。担任はもちろんですが、他の教職員やスクールカウンセラー、様々な相談機関等、

気になる事はすぐに相談してください。◆長久保小☎２８６－２１６０ 

なお、鶴ヶ島市立教育センターにも、カウンセラーや相談員がおります。詳しくは鶴ヶ島

市立教育センターホームページをご覧ください。◆教育センター ☎２８６－８９９３ 



 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本校の教育活動や子どもたちの様子をホームページにて、お伝えしています。 

「お気に入り」等に登録いただき、時折ご確認ください。 

https://tsurugashima.schoolweb.ne.jp/1110045 

１０月８日(木)に、令和９年度入学予定児童の就学時健康診断を行います。 

受付：１３:１０～１３:３０（体育館） 

検査：１３:３０～(１５:４５頃終了予定) 詳しくは本校 HP をご確認ください。 

※在校生は、給食後、１２:５０下校となります。当日の放課後は、校庭では遊べま

せん。 

 

 

就学時健康診断のお知らせ 

広島市平和祈念式典に参加 

８月５日、６日の２日間、鶴ヶ島市『広島市平和記念式典児童派遣事

業』により、６年生の   さんが、市内８小学校の代表児童と一緒に

広島に行ってきました。平和記念式典や全国平和サミットへの参加、平

和記念資料館、原爆ドームの見学等、貴重な体験をしてきました。 

「笑顔あふれる平和のために」            6 年  

もしも、安心して過ごしている日常が一瞬にして消えてしまったら、どんな気持ちに

なるでしょうか。 

原爆投下されたあの日。昭和 ２０年（1945 年）８月６日午前 8 時 15 分、ドーン

と一瞬にして普段の生活が奪われてしまった広島。大きな爆発音とともに、普段の日常

がなくなった。 

 ぼろぼろになった制服  黒く焦げたお弁当箱 バスのつり皮に残された人のうで 

 黒い雨で髪の毛がなくなってしまった人 病院の花壇に並ぶ中学生の兵士の遺体 

 「水をくれ」「熱いよう」「助けて、お母さん」 

この現実を被爆者の方から聞いたり、資料館で見て、どれだけ苦しかったことか。想

像もつかない。悲惨な現実をどのように受け止めたら良いのかわからない。 

私は広島へ行く前、平和とは、戦争もなくみんなが安心して暮らせる世界で、誰かが

平和にしてくれるものだと思っていました。平和記念式典や全国平和サミットに参加し

て、平和についての考え方が変わりました。平和にするためには、誰かから与えられる

ものではなく自ら始めることであり、自分一人の行動でいじめや暴力や差別を防げるも

のです。 

自分の意見とちがうことを認め、相手の気持ちを想像し、話し合いで解決できるよう

に行動することが平和な日常を続けていくために必要なことです。 

鶴ヶ島市の代表として私は、被爆者の人の話を聞ける最後の世代として、広島で学ん

だつらい体験や苦しみ悲しみを語り継ぐ責任があります。平和の世界にしていくために

は、相手の違いを認め合い思いやりの心を大切にすること、尊い命の大切さ、 ８１年

前の悲劇を、次世代に伝えていきます。笑顔あふれる平和が続きますように。 

最後に、誰もが笑顔で安心して暮らせる社会を作るために、

自分の思いを伝える前に相手の気持ちを考えること、友達の良

いところを見つけること、今まで受けつがれてきた平和のバト

ンを次世代につないでいくことを誓います。 

https://tsurugashima.schoolweb.ne.jp/1110045

